
読書の秋、食欲の秋、スポーツの秋、そしてやっ

ぱり睡眠の秋。何をやっても気持ち良い季節にな

りましたね。皆さん秋はどのように過ごされます

か？夏に疲れた身体をじっくり休めるのもいい

ですね。 
 さて、最近すごく感じていることがあります。

書類をチェックしたわけではないので確かかど

うかは分かりませんが、かなり前に来ていただい

た患者さんが多く来られているようなのです。診

療室でも「○○さん、お久しぶりですね。△年振

りですよ。」という話をしているのをよく聞くよ

うになりました。そう言えば先日来られた方は、

「前の診療所以来ですよ」と言われていました。

「そうですか」などと返事をしていると、「あれ

から 2階の診療室に移ったんだよなあ」としみじ
みと。なんと初代の診療室（現在は 3代目）の時
以来の来院だったそうです。浮気をしない皆さん、

愛してますよ～！ 
 

歯周病の話 

 
夏場から酒量がかさんだ時期があり、歯医者で

あるにもかかわらず歯を磨かずに寝る日が数日

続きました。罪悪感から朝一番で時間をかけて磨

くのですが、さすがにそんな生活を続けていると

歯ぐきから血が出てきました。まさに「医者の不

養生」です。このような状態を歯周病といいます

が、今回はそのチェック法についてお話しましょ

う。 
これまでもこのコーナーで歯槽膿漏（しそうの

うろう）や歯肉炎（しにくえん）という言葉を使っ

てきましたが、それら歯ぐきの異常をひっくるめ

て歯周病と言います。一昔

前（んっ！もう少し前か）、

「リンゴをかじると歯ぐ

きから血がでませんか？」

というインパクトのある

CMがありました。リンゴ
をかじるだけで血が出る

なんて不思議だと思いま

せんでしたか？これは、歯

周病の症状の一つです。当時は、歯周病という言

葉も一般に普及しておらず、重大な病気とも認識

されていなかったと思います。歯周病は、歯肉か

ら出血したり、歯がグラグラするという病気です。

一口に歯周病といってもプラークコントロール

（歯磨きによるお口の清掃状態）が悪いだけの予

備軍から、歯肉からの自然出血、歯の自然脱落と

いった重症の人までさまざまです。 
歯周病はそれ自体を主訴として来院する患者

さんは多くありません。まったく自覚症状のない

まま、あるいは自覚症状を病的症状と認識しない

まま経過してしまい、虫歯を主訴に来院され、初

めて歯周病にかかっていることを指摘される場

合が少なくありません。しかし、まったく自覚症

状がないわけではありません。 

そこで、今回は歯周病の自己診断に役立つチ

ェック表をご紹介しましょう。皆さん、いかがで

すか～？ 

1. 歯肉がムズムズする感じがある 
2. 朝起きた時、口がネバネバする 
3. 口臭がある 

4. 歯ぐきが赤くなる、歯みがきなどで出
血する、腫れる 

5. 食べ物が歯にはさまる 

6. 固いものが噛めない、噛むと痛い・出
血する 

7. 歯ぐきがピンクではなく、赤や赤紫に
なっている 

8. 虫歯がないはずなのに、冷たいもの・
熱いものがしみる 

9. 歯ぐきを指で押すと、ぶよぶよして血
やウミなどが出る 

10. 歯が少しグラグラする 

 

上のチェックの結果はどうでしたか？結果は

裏面を参考にしてください。ただし、どんな結果

でも諦めないで下さいね。歯周病は必ず今よりよ

くなりますから。 
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1.か 2.のみ ほとんど健康なので、これを

キープして下さい 

3.～8.が 1つある 
ちょっとアブナイかも？ 
虫歯が無くても、歯医者さん

で定期健診を！ 

3.～8.が複数ある 
歯周病の可能性がある。 
早めに歯医者さんでチェッ

クしてもらい、ケアで改善！

9.や 10.がある 

かなりキケンな状態！一刻

も早く歯医者さんへ行き、対

応しないと口全体が更にひ

どくなり、総入れ歯という事

も・・？ 

 

  

トトピピッックク  

歯歯科科にに対対すするる意意識識  

 

最近、テレビコマーシャルなどの影響もあり、

一般市民の歯科に対する意識はぐっと上がった

と感じています。「プラークコントロール」「歯

石」「バイオフィルム」など、難しい言葉も流れ

ていますね。今回のニュースレターで特集した歯

周病についても「聞いたこともない」という方は

いないと思います。 

さて、先日、アメリカで勤める歯科技工士（日

本人）と話す機会がありました。彼はハリウッド

俳優の歯も作っていると

いう凄腕で、いわゆる審

美歯科の分野でアメリカ

ン・ドリームをつかんだ

男です。 

そのとき、面白い話を

聞きました。アメリカで

は歯に対する意識が日本

よりも高いと言うのです。

「どんなに財布が乏しく

なったとしても、アメリ

カ人は歯にはお金を出し

ます。」とも言っていまし

た。もちろん、その技工

士が相手にしているのはそれなりのお金持ちだ

ということだと思うのですが。 

それに対し、日本では、歯に対する意識が低い

のでは、と言うのです。（ちょっとムッとしまし

た）この理由として健康保険制度を挙げました。

確かに一定レベルの治療が安価で受けられる素

晴らしい制度なのですが、「悪くなったら歯医者

に行けばいい」という気運が強く、「なんとして

も歯を守らなければ」という意識が低いと言うの

です。なるほどなあ、などと思って聞いていまし

たが、最後の一言で何も言えなくなりました。 

「グッチやルイ・ビトンのバッグを買うだけの

お金があればアメリカ人は歯を治しますよ」 

確かに日本人の歯に対する意識はまだアメリ

カよりも低いかもしれません。私たちも皆さんと

一緒に意識改革を続けていこうと思いました。  

  

  

ご意見はこちら 

 
ほしば歯科医院へのご意見、ご感想、その他何

でも受け付けております。どのような方法でも結

構ですからお気軽におっしゃってください。 

電話 03-3686-4657 

ﾌｧｯｸｽ 03-3877-7771（院長直通） 

e-mail hoshiba@ain.co.jp（干場） 

 tomogoto@ra2.so-net.ne.jp（五島） 

 
 

編集後記 

 
新しい診療室に移り、医院のコピー機も新しくなりました。

これまでコピー屋に出していた「ほしば歯科医院ニュースレ

ター」を自前でコピーできるようになったのです（両面コ

ピーなのに）。しかも速い！本当に文明の利器は素晴らしい

ですね。 
高校時代、コピーではなく、複写機（名前は忘れましたが

青色で写るやつ）を使ったことを思い出しました。時代は流

れていますね。あっ！そう言えばワープロもありませんでし

たね。 
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